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期日： 2026年 8月13日（木）～16日（日）

参加： 櫻田、福田、大石、会津、浜田、佐藤（記録）

午後9時50分、レンタカーで青森インターを出発。

　　室堂山荘での夕食

乾杯‼

駅に着いてから、車の中で昼食をとり、荷物の整理。

8/15日、朝5時起床。食事を済ませ、7時10分、室堂山荘出発。

とても険しい急踏が延々と続き、息を切らしながら休み休み登った。

富士ノ折立（2,999ｍ）に着いてから、ここで昼食タイム。

11時50分　ここを出発。ひたすら岩場を下山。

を交えての懇親会

よく整備された長い石畳の登山道を歩いて一ノ越を目指す。1時間程で東

一ノ越（2,705ｍ）着。すぐ次の雄山を目指して出発。

上り（赤印）と下り（黄印）に登山道が区別されていて、スムーズにすれ

違う事ができ、よく整備されていると感じた。

10時10分雄山到着。立山参拝料700円支払って、（福田、浜田、佐

藤）の3人で、すぐ目の前の雄山頂上（3,003ｍ）へ登った。神主さんに

お祓いをして頂いてる最中に、一瞬だけふわっと体が暖かくなるのを感じた。

（浜田さんも感じたと言っていた）皆でバンザイ三唱して、お札を頂いて次

の立山大汝山を目指す。
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素晴らしい‼　目の前に広がる雄大な立山を見た瞬間、ワ～ッと感動してし

まった。パンフレットと同じ風景が目の前に広がっている！

立山駅からケーブルカーで美女平まで行くのだが、駅で待ってる間に急にすご

い土砂降りになりびっくり‼　美女平に着いた時は、雨はやんでいてホッとす

る。

ここからバスで室堂へ。阿弥陀ケ原（1,930ｍ）～天狗平（1,300ｍ）

～16時40分室堂着。

翌朝4時45分、黒崎サービスエリア着。ここで洗顔したり朝食を済ませ、少

し体を休めて、また車を走らせ、モンベルの専門店で各々お気に入りの品を

買い求め、また車で移動。

11時20分、立山神社へ到着。立山は「神の山」とも言われ、ここで皆で登

山の安全を願って参拝。近くにある立山博物館で「地獄めぐり」の展示を見

学。不気味な絵ばかりで、少し気味が悪かったが、日頃の自分の行いを改

めようと反省・・・。1時間くらい見学して立山駅へ向かう。

立山（雄山、大汝山、富士の折立、別山）目指し出発

素晴らしい‼目の前に広がる雄大な立山に感動‼

次の富士ノ折立を目指す途中で、大汝山休憩所で少し休憩。相変わらず

ガスがかかっている。

次へ向かう途中、雷鳥2羽に出会えた！　初めて見るのでかわいかった。毛

は茶色であまり大きくはなかった。（鳩みたいな大きさ？）

足もとは岩だらけで、今日はガスがかかっていて景色は何も見えないのがとて

も残念。大汝山（3,015ｍ）へ着いて写真撮影。



私達3名は別山へ向かう。

浜田さんが何回も何回も励ましてくれたから別山まで登る事が出来たと思う。

櫻田さんも所々で、私達が到着するのを待っていてくれて、本当に有難う!!　感謝です!!

すぐ風呂に入って、美味しい夕食を皆で頂きました。山荘とは思えない豪華な食事を頂く事ができ大満足でした。

16日朝8時10分、室堂発のバスで帰路へ。帰る途中、バスの窓から剱岳の姿がはっきり見る事ができ、感動!!

青森インター午後8時40分着。

お疲れ～～!!　　レポート by 佐藤うめ子

〈今回の山行データ〉　　　by：大石YAMAP

登山時間：9時間23分（7:12～16:35）

距      離：8.2㎞　登り 879m 下り 878m

歩　　　数：17,714歩

チングルマなど、まだ花もたくさん楽しむ事がで

き、午後5時30分　室堂山荘着。ホッとした

と同時に疲れた～!!

晴れなかったけど、雨も降らず、時々山々の景色も見る事ができ、無事に皆で帰る事ができて大変心に残る楽しい登山で

した。私の夢が叶った登山だった。

往復運転して下さった大石さん櫻田さん、本当に長い距離の運転有難うございました。会計をしてくれた会津さん、お金の

管理大変だったと思います。有難うございました。

福田さん達はとっくに到着していて、風呂に

入って寛いでいた。

真砂岳（2,861ｍ）・富士ノ折立・雷鳥沢

（大走り）の分岐点で、別山へ向かう人

（櫻田、浜田、佐藤）と雷鳥沢へ向かう人

（大石、福田、会津）で別行動をとる事に

13時43分　別山（2,843ｍ）着。誰もい

ない。写真撮影して剣小屋を目指して下

山。空中の大縦走だ。

途中、雷鳥親子と出会った。母と子供4羽。

動きが早くてすぐ見えなくなったが、とても癒さ

れた。

櫻田さんが「右側の方にガスが晴れていれば、

剱岳が見える」と言っていたけど、残念ながら

真っ白。

劔小屋の所から、大日岳を目指す山道を通

り、室堂酸素を目指しながら下山。ここでも

途中、2羽の雷鳥に出会えてラッキー!!

雄山神社の総本山で参拝

ガスで景色は何も見えなくて残念。大汝山（3,015ｍ）で写真撮影

雄山の急踏を何とか登りきった会津さん

真砂岳経由で別山へ

帰りのバスから剱岳の雄姿が見えたエゾシオガマ（蝦夷塩竈）イワギキョウ（岩桔梗）


